
00．「ベーハ小屋」

益子町

　「ベーハ小屋」と呼ばれるタバコ乾燥小屋は、
かつての益子町では葉タバコ生産の増加と共に
数多く造られ、益子の風景に当たり前のものと
して存在してきた。機能性を重視し、シンプル
な佇まいと独特な形態を持つ「ベーハ小屋」は、
益子町の暮らしと産業における歴史の一部であ
り、また益子ならではの里山風景の一部である。
特に山本地区は数多く存在し、現在は乾燥方式
が変化し役割を終え、倉庫や放置されているも
のがほとんどである。

対象地：栃木県 益子町 山本地区

※実測調査を基に作成ベーハ小屋 基本形
一般に木造で 3,640mm×3,640mm の平面を基本
とし、小屋周りに作業用と熱源置き場を兼ねた
下屋が廻っている（最高高さ約 6,350mm）。
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01．益子の資産でつながる益子の風景
　2021 年度から新たに誕生した建築ランドスケープ研究室・小塙芳秀
教授による「益子町ランドスケープ計画」の一環として活動を開始した。

益子町に図書館がないことに着目し、ベーハ小屋に図書機能を付加
させ建築的再生を試みる。益子の風景に点在しているベーハ小屋を各
家々から徒歩 20 分圏内に配置した「ベーハ小屋・図書館」として提案
する。新たな役割を担うベーハ小屋は、これまでの風景から刷新し、
これからの益子の風景を未来に引き継いでいく。
新たな研究室による新たなプロジェクトが始動する。
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03．基本設計　ベーハ小屋・図書館

・階段下の空間
本棚の隙間に生み出す居場所。縁側から
見える新たな日常の風景を見ながら
読書を行い様々な人の落ち着く場となる。
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・本棚デッキコミュニケーション
バスを待つ子供と本を読む人が
自然と立ち話をしてしまうような
新しい日常の風景を生み出す。
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・本棚が生む余白
格子状の本棚が、かつてのベーハ小屋で、
不可能であった柱割りに捉われない
採光計画、サービスバルコニーを生み出す。

・象徴的な吹抜
楕円形の吹抜が内部の空間を特徴づける。
高さのあるベーハ小屋で空間を分断せず
縁側の人と階段上の人を緩やかにつなぐ。

・階段による居場所の変化
異なる踏面によって、使い方が変化し、
使う人によって居場所を選択できる。
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04．今後の方針・展望

かつて益子の日常に溶け込んでいたベーハ小屋を再生させ活
用につなげることを目的とする。町に点在するベーハ小屋に、
不足する図書機能を持つ「ベーハ小屋・図書館」として図書ネッ
トワークを拡げ、住民の日常の風景となることを願う。

2階階段頂上スペース。構造補強に用いられた本棚と
ベーハ小屋の壁に囲まれながら益子の風景を見る。

本棚デッキから内部を見る。高さのある内部空間を
楕円形の階段が緩やかにつなぐ。

風の流れダイアグラム

益子の涼風を採り込み煙草乾燥室としての
煙突効果、格子状の開口部を用いて風の
流れる内部空間をつくる。
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本棚デッキ
待合所や集いの場となり、
益子の風景を眺望する場所となる。
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追加要素

通気口（観測窓）

本棚デッキの屋根
本棚の構造から伸びた屋根部材に
よって、内部へ間接的で柔らかな光
が差し込む。棚窓

格子状の本棚によって、
既存の柱割りに捉われることなく、
開口を開けることができる。

越屋根本棚
新たな機能による格子状の本棚は、
2次構造部材（補強材）の役割を担う。
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